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実はヒトの目は中心の狭い範囲でしか 
ものがよく見えない 



な
ぜ
か
こ
う
は
見
え
な
い
．
 



触覚で 
(R

oland &
 Vallbo,1983　

一
部
改
変
）
 

手が一度に接触できる範囲は限られている．
しかも感度が良いのは指先程度． 







(c)Matrix	





アプローチ１ 
記憶と感覚器の運動の統合による補償説 



周辺視はスナップショット記憶の継ぎ合わせではなさそう．　	


Hockney, David  (1985)	





緑内障によるトンネル視の患者にとっても目を
動かしながら部分情報を統合するのは冗長 

初期	
 中期	
 末期	


中心視 

緑内障の進行概念図 



アプローチ２ 
脳がその場の文脈から適当に尤もらし

い映像を生成している説 

• ではどう考えるか？ 



眼球運動連動式移動窓���
（Gaze-Contingent Moving Window） 







自然画像を対象とした場合は 
脳はだまされない(原因はまだ不明)	





触覚と自己受容感覚の研究も実施���
(詳しくはポスターで)	





Thank	
  you	
  for	
  your	
  a,en.on.	
  
(↓これもデモです．答えは発表の最後に．)	
  

注：ウェブ版のＰＤＦではこのデモは動きません．	
  


